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構造図

RF-10-SNJ（支柱間隔2.0ｍ）（Znめっき）

サポート（1）

Uボルト 

サポート（2）

端末支柱 索端金具

ワイヤロープ

吊リング
上弦材

金網吊板

中間支柱

ワイヤ

形式 柵高 ワイヤロープ
本数（本） 金網 支柱間隔

(m)
部材断面

RF-5-SNJ
RF-7-SNJ
RF-8-SNJ
RF-10-SNJ
RF-12-SNJ

1.5
2.0
2.5
3.0
3.5

5
7
8

10
12

3.2φ×50×50 2.0
【3.0】 H-200×100×5.5×8 101.6φ×4.2 【4.5t×65】

形式・仕様

中間支柱 上弦材 【間隔保持材】
H-150×150×7×10

H-175×175×7.5×11
H-200×200×8×12
H-200×200×8×12
H-200×200×8×12

端末支柱

注）：【　】内部材は、支柱間隔3.0mの場合に使用します。 積雪地用
ロックフェンス

金網

※本カタログに記載された仕様やその他内容は、品質・性能向上等のため予告なしに変更することがありますので、あらかじめご了承ください。 禁複製 20-03-SA

●代理店

本社 エンジニアリング事業部
札幌支店
盛岡支店
仙台支店
名古屋支店
大阪支店
九州支店
新潟営業所
長野営業所
広島営業所
鹿児島営業所
東日本エンジニアリングセンター
関西エンジニアリングセンター
北九州エンジニアリングセンター

〒103-8306
〒060-0807
〒020-0866
〒980-0811
〒460-0008
〒541-0054
〒803-0801
〒950-0973
〒381-0022
〒730-0051
〒892-0831
〒300-0048
〒597-0015
〒803-0801

東京都中央区日本橋3-6-2（日本橋フロント）
札幌市北区北七条西5-5-3（札幌千代田ビル）
盛岡市本宮1-31-1（松嶋ビル）
仙台市青葉区一番町2-1-2（NMF仙台青葉通りビル）
名古屋市中区栄1-14-15（RSビル）
大阪市中央区南本町2-3-12（EDGE本町）
北九州市小倉北区西港町61-2
新潟市中央区上近江4-2-20（日生第2ビル）
長野市大豆島893-1
広島市中区大手町2-8-5（合人社広島大手町ビル）
鹿児島市船津町4-6 カーサグランデ船津101号
土浦市田中3-8-35
大阪府貝塚市堀2-18-30
北九州市小倉北区西港町61-2

電話（03）6366-7788
電話（011）726-3210
電話（019）656-5737
電話（022）263-3811
電話（052）218-5577
電話（06）6266-4771
電話（093）383-2211
電話（025）282-1770
電話（026）285-0495
電話（082）544-0430
電話（099）295-0402
電話（029）846-0876
電話（072）436-6770
電話（093）592-4490

FAX.（03）3278-6870
FAX.（011）726-3215
FAX.（019）656-5727
FAX.（022）222-3644
FAX.（052）201-7878
FAX.（06）6266-4773
FAX.（093）562-6970
FAX.（025）281-1414
FAX.（026）221-7987
FAX.（082）246-0720
FAX.（099）239-3653
FAX.（029）846-0858
FAX.（072）436-6777
FAX.（093）562-6970

http://www.tokyorope.co.jp

中間支柱端末支柱
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積雪沈降力だけを考える場合

設計条件と適用種別

積雪沈降力と斜面積雪圧の両方を考える場合

50°～60°

積雪

ロックフェンス

積雪

ロックフェンス

積雪

立木等

ロックフェンス

積雪
吊柵等

ロックフェンス

積雪

ロックフェンス

●支柱間隔:3.0m（間隔保持材付）
●標準品の設置可能縦断勾配:45°以下

●既設のロックフェンスに設置
●支柱間隔:3.0m
●標準品の縦断勾配への対応不可

1 急傾斜（一般に50°～60°以上）になっており、
斜面上に雪が積もらず法尻に堆積しやすい場合

3 斜面上に吊柵等の雪崩予防施設があり
積雪のグライドが抑制される場合

積雪沈降力と斜面上の雪のクリープ、
グライドによって生じる斜面積雪圧がある場合

4 法尻から十分に離してロックフェンスを設置
斜面積雪圧の考慮が不要な場合

2 斜面上に立木等があり、
積雪のグライドが抑制される場合

SNJ型（支柱間隔3.0m) 積雪地用ロックフェンス補強部材

●支柱間隔:2.0m
●標準品の設置可能縦断勾配:45°以下

SNJ型（支柱間隔2.0m) 

●支柱間隔:1.5m
●標準品の設置可能縦断勾配：45°以上可

SNF型（雪庇切対応型)

雪荷重を考慮しないで設計されている従来の落石防護柵は、柵の
上50cm以上の積雪になると、金網の上端部破損が数多く発生し
ています。これは、積雪による沈降力に起因しています。
東京製綱では、このような破損事故を未然に防ぐために、積雪地に
適した落石防護柵「積雪地用ロックフェンス」を開発。数次にわた
る実験を重ね、雪荷重を徹底分析して設計しました。
積雪地での落石対策に適した防護柵であり、積雪沈降力・斜面積雪
圧も考慮したロックフェンスです。

雪荷重に強い
耐雪設計です。

SNF型 SNJ型 支柱間隔：3m

SNJ型 支柱間隔：2m SNJ型 支柱間隔：2m ※積雪深、グライド等の条件により、支柱等の規格をサイズアップする
場合もあります。
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